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２日間、参加した高校生のみなさん1日目のみ参加した児童と、先生役の高校生

参加した高校生の感想

○この事業は13年目を迎えますが、当初

　は、道教委事業の一環として大学生数

　名を依頼して派遣され、その他にえり

　も高校生に協力していただきました。

○その後、道教委の大学生派遣制度が廃

　止され、５年前の令和３年度からは、

　えり高生の皆さんに先生役として支援

　していただいています。

○回数を重ねるごとに高校生の皆さんの

　応援が増え、今では10名以上が希望し

　てくれています。

えりも高校生の活躍に感激・感謝

　先月号でもお伝えしました、７月30日と31日に開催された小学生スキルアップスクー

ルには、12名のえりも高校生がボランティアとして参画してくれました。

（敬称略）



えりも小　誰一人落ちこぼさない教育を願い実践
－　考えを深めるための方策　－

明確な指示で考えを深めています

学習のめあてと学習の流れが明確

○毎時間の授業では、「めあて」と「学
　習の流れ」が明確に示されています。

課題と予想とまとめが明確

○先生と一人一人が「何をどのように学
　ぶか」をしっかり見取ります。

○授業では、課題・予想・まとめが、簡
　潔に板書され、大切なことが見える化
　して明確に分かります。児童はノート
　に書いて、振り返りに役立てています。

○特に、課題とまとめは１時間
　で何を解決するのか、その
　結果をしっかりと確認して
　います。

正しい本の持ち方は重要

○低学年で身に付けさせたいしつけの一
　つに「正しい姿勢で読んだり聞いたり
　すること」があります。

○なぜ、正しい本の持ち方が奨励される
　のでしょうか。

○姿勢を正しくすることで心が落ち着き、
　本を読む上でも頭脳が一層働き、思考
　を深めることに繋がっています。

○学校と家庭が一体となって、根気よく
　話し、指導することが大切です。


